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【憲法改悪阻止闘争ニュース　No.48】

被爆の実相を後世に伝えよう！
「国公労働者平和のつどい」で歴史を学ぶ
	原水爆禁止2008年世界大会は８月２日から９日まで広島、長崎で多彩にとりくまれました。６日広島は７５００人、９日長崎に１９００人が参加し、大きく成功しました。

　８月５日に国公労連・広島県国公主催で「国公労働者平和のつどい」を開催しましたので、今号は広島県国公からの投稿を紹介します。



【広島県国公発】　「国公労働者平和のつどい」が８月５日、広島市の「ひろしま国際ホテル」で開催され、全国から集まった仲間が６１名参加しました。
今年のつどいでは、原爆遺跡保存運動懇談会で活躍されている楠忠之さんに講演をいただきました。楠さんは、満州で敗戦を迎え、２年間シベリアで抑留された後、広島に帰って原爆の悲惨さを目の当たりにします。その後、教師をしながら、労働組合活動でも活躍され、平和の尊さを若い世代に伝えていかなければいけないと強く思われたそうです。
■軍の命令を断り、子どもの命を救った教師がいた
そのきっかけは、戦時中にもかかわらず、軍による建物疎開動員の命令を８月６日に断った教師がいたことを知ったことでした。これらの教師の抵抗によって被爆を逃れ、命を救われた子どもたちがいるという話を知り、勇気ある教師がいたことに感銘し、この事実を後世に伝えたいと強く思われたそうです。そして、その時から被爆の実相を後世に伝え、決して風化させないとりくみを続けてこられました。
とくに、いま私たちが核兵器廃絶を祈っている平和公園は、元々広島市の繁華街で、市民がにぎやかに暮らしていた場所でした。そのような事実も知らず、「原爆が落ちたのが公園でよかったねぇ」という心ない人々の声を聞く度に、被爆の遺跡を保存し、そこに庶民の暮らしがあったことを伝えていこうと、原爆で失われた街の復元活動にも尽力されてこられました。この度このような活動が実って、広島市に原爆投下前の街の様子と投下後の街の様子を対比するパンフレットも作成させたとのことでした。

■公務労働者として憲法を守る責務を痛感
最後に、楠さんは集まった国公の仲間に、「公務員は憲法９９条により憲法を守ることを義務づけられている。そのことを宣誓して職場に入ったはず。だからこそ、憲法９条も守る責務がある。」と訴えられました。参加者は、組合活動としてだけでなく、公務労働者として憲法９条を守る責務があることを改めて痛感させられる集いとなりました。
（広島県国公副議長・葛西英司）
猛暑のなか、９条を世界に広げようと訴える
「９の日」宣伝行動を新橋駅前で実施
国公労連は８月１１日、東京・JR新橋駅前ＳＬ広場で「９の日」宣伝行動を行い、共同センター作成の憲法リーフや核兵器廃絶を求めるチラシなどを配布しました。
「９条改憲反対署名」に協力してくれた市民からは「暑いなかご苦労さまです。私も地域で憲法９条を訴えていますよ」と、連帯の声が寄せられました。
弁士は、全国税・長谷川書記長、全司法・伊藤副委員長、全医労・小玉さん、でした。

憲法学習会の紹介　
■憲法会議　「2008年憲法講座」
◇日　時　　8月31日(日)午後1時～午後5時
◇会　場　　明治大学駿河台キャンパス・リバティホール
　　　　　(ＪＲ・地下鉄「お茶ノ水駅」下車2分、地下鉄「新御茶ノ水駅」下車5分)　
　＊第一講座　　日米同盟の新段階と日本国憲法　　　講師：吉岡　吉典(元参議院議員)
　＊第二講座　　今日の政治情勢の特徴と改憲策動　　講師：渡辺　治(一橋大学教授)
　＊特別報告　　臨時国会をめぐる情勢　　　　　　　講師：日本共産党国会議員団
◇参加費　資料代として1000円(学生500円) 　先着順
◇申込み　電話・FAX・メール　憲法会議　電話03-3261-9007　FAX03-3261-5453
◇主　催　憲法会議・東京憲法会議・千葉憲法会議・神奈川憲法会議・埼玉憲法会議
■「九条の会」事務局学習会
◇テーマ　名古屋高裁判決と派兵恒久法

◇９月13日（土）午後１時30分～４時

◇会場　　星陵会館（地下鉄・永田町下車）

◇講師　　小林武（愛知大学教授）／半田滋（東京新聞編集委員）／渡辺治（一橋大学教授）

◇参加費　1000円

◇主催　　九条の会
▼　さまざまなとりくみ（行動や学習会など）のメール通信やＦＡＸをお寄せください
以　上
国公労連速報
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